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5．人工衛星共通技術の分野　　　亘
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開発項目：キセノンイオンエンジンの研究
、

●

研究機関御霊：科学技術庁 航空宇宙技術研究所　　　　’

　　　　年度　　　　　　1

¥算額

　　　　　　　卜 平成3年度実績
7　、

@　平成4年度計画
最　終　目　標 備　　　考

ノ

　　　　　　　（千円）

261，476
12，365　0

　イオン生成効率の高いカスプ磁
鼬^イオンエンジンの試作を行
｢、高性能化を図った。また、耐
v型スラスタの試作を行い、繰り
ﾔし作動試験により部品の磨耗等
�]価し、イオンエンジンの耐久
ｻを図るとともに、イオンビーム
ﾌ分析により、衛星搭載上及び耐
v性評価に必要な技術データを得
ｽ。これらの試験に必要な試験装

　作動点を定格値以外の点に保って長時間試験を行い、非定格作動におけるスラスタの耐久性に与える影響を明らかにした。

@　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@　　　　　　　　　　ユ
@　　　　　　　　　　〆

～

　1990年代の2トン級大型静止衛
ｯの南北位置制御用スラスタとし
ﾄ最適なキセノンイオンエンジン
ﾉついて実用化に必要な高効率化
ﾆ耐久性の向上を目指した研究を
iめ、技術試験衛星VI型（ETS－VD搭載イオンエンジンの開発

ﾉ必要な技術を確立するととも
ﾉ、衛星搭載に関連する技術課題
ﾌ解明を図る。

　技術試験衛星VI型
iETS－VI）への搭
ﾚ及びスラスタの寿命
]価に関して、宇宙開
ｭ事業団と共同研究を
ﾀ施している。

置の整備、自動化を行った。また
スラスタ磨耗物の周辺への飛散量
を測定し、衛星への干渉評価に必
要な技術データを得た。 幅
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開発項目：宇宙用軸受に関する研究　　　　　　　　　　　、 、

研究機関三等：科学技術庁 航空宇宙技術研究所 」

　　　　年度

¥算額
昭和56～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
　　　　　　　〈千円）

210，913 33，650 23，562

接触型軸受の研究

f

　高周波スパッタリング法による
ﾅ体潤滑膜の品質を一定に保った
ﾟに必要な圧力制御装置を整備す
驍ﾆともに、超高真空軸受試験を
ｮ備し、揺動軸受試験及び高荷重
ｲ受試験を行った。また、耐酸化
ｫ固体潤滑膜の研究を行うととも

　マイクロ波放電法による原子
�_素生成：量の増大を図るた
ﾟ、電子サイクロトロン共鳴放
d装置を整備した。高負荷軸受
詞ｱを引き続き行うとともに、
T00℃までのセラミック軸受の
^転を成功裡に実施した。

　マイクロ波放電法による原子
�_素の生成、計測試験を進め
驍ﾆともに、原子状酸素による
ﾅ体潤滑剤の劣化試験に着手す
驕B各種軸受の高負荷軸受試
ｱ、高温軸受試験を広い条件下
ﾅ行う。

　宇宙用軸受の潤滑メカニズムの
�ｾを図るとともに、固体潤滑すべり／ころがり軸受の設計法並び

ﾉデータベースの確立を図り、技
p試験衛星VI型（ETS－V［）及
ﾑ宇宙ステーション日本モジュー
求iJEM）用軸受の開発に資す

　本研究成果を実機衛
ｯに適用することを目
Iとして、宇宙開発事
ﾆ団等と共同研究を実
{している。

，

に、原子状酸素製造法の研究に着
る。

手し、計測法の研究を行った。

P

　磁気軸受の研究

@　　　ノ

y

　昭和56年度より衛星用磁気軸受
ﾌ研究を進め、磁場、構造解析、
F不安定現象の解明を行うことによ
閨A磁気軸受の実用化を図るとと
烽ﾉ、昭和61年8月13日に打ち上
ｰられたHLIロケット試験機
i2段式）の相乗りペイロードと
ｵて、本研究成果を発展させた2

F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
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　三軸姿勢制御衛星の
p勢制御用フライホイールの長寿命化及び姿

ｨ制御の高精度化に必
vな低消費電力で、高
ｬ回転可能な磁気軸受
ﾌ基本設計技術を確立
ｵた。

、

軸制御型磁気軸受フライホイール
ﾀ験装置（呼称：じんだい）を搭
ﾚし、宇宙環境下での実験に成功
した。　（昭和56～61年度）

♂

曹

㌧

／
’

’

な

、

｝

r

二 ⑳
甥

、

開発項目：ランデブ。 ドッキング技術の研究

研究機関名等：科学技術庁 航空宇宙技術研究所

　　　　年度

G予算額
～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
　　　　　　　（千円）

9，785 16，592
’

L

機動性飛行制御用の画像セン 機動性飛行制御技術のための 宇宙ステーションへの物資の補 ランデブ・ドッキン
サ、パイロットによる遠隔操縦 距離、姿勢を検出する画像セン 給・回収、さらに軌道上作業機に グ技術等の実証のため
のためのシミュレーション実験 サ用ターゲット模型及び遠隔操 よる大型プラットフォームの建設 の技術試験衛星砂型
用（視覚表示）ソフトウェアを 縦技術のシミュレーション実験 に向けて必要となるランデブ・ド （ETS一～①による
製作し、画像表示による遠隔操 用（運動計算）ソフトウェアを ッキング技術について、姿勢セン 軌道上実験に関して宇

， 縦の一次評価を行った。 製作し、画像入力機能と遠隔操 サによる飛行制御技術、パイロッ 宙開発事業団と共同研
｛ 縦機能の評価を行う。また、将 トによる遠隔操縦技術及び将来型 究を予定してる。

来型結合技術のための結合シミ 結合技術の確立を図る。
寓 ユレータ（低摩擦床）を製作

し、無重力環境の機能評価を行
ヲ
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（人工衛星共通技術の分野）
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開発項目：宇宙用高信頼性共通部品の研究

研究機関三等：宇宙開発事業団

　　　　年度

¥算額

　
　
昭
箱
6
1
～
平
成
2
年
度
実
績
竜 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
　　　　　　　（千円）

7，821，752 689，106 680，154

ヒ

　抵抗器、コンデンサ、太陽電池
Zル、蓄電池、ダイオード、トラ
塔Wスタ、IC、スイッチ、振動
q、トランス、フィルター、LS
sTL、光伝送部、NiCdセ
求Aコネクタ、四号弁、圧力セン
T、ハイブリッドIC、耐放射線
ｫCMOSIC、太陽光反射素
q、高放熱プリント基板、大電力
pコンデンサ、耐放射線性メモリ
f子、ニッケル水素蓄電池セル、

　高放熱プリシト基板、’大電力

pコンデンサ、耐放射線性メモ
椛f子、チップ型受動部品、高
ｬメモリ、光素子、高性能圧力
Zンサ、高性能温度センサ、大
^ニッケル水素電池、大容量ニ
bケルカドミウム電池の研究を
sった。また、高信頼性部品の
K格類の作成、耐放射線性試験
yび実装技術信頼性向上の研究
�sった。

　大電力用コンデンサ、耐放射
?ｫメモリ素子、チップ型受動
舶i、高速メモリ、光素子、高
ｫ能圧力センサ、高性能温度セ
塔T、大型ニッケル水素電池、
蝸e量ニッケルカドミウム電池
ﾌ研究を行うとともに、高信頼
ｫ部品の規格類の作成及び実装
Z術信頼性向上の研究を引き続
ｫ行う。また、熱制御フィルム
yびエネルギー貯蔵技術の研究

　自在な宇宙活動を展開するた
ﾟ、人工衛星等に必要な高信頼性
､通部品の開発の目処を得る。

チップ型受動部品、高性能圧力セ を行う。

ンサ、高性能温度センサ、大容：量
ニッケルカドミウム電池セル等の
研究を行い、これまでの人工衛星

一

での部品開発に反映された。ま
ｽ、高信頼性部品の耐放射線性試、

塵

験を行った。
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開発項目：部品開発共通技術の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団 、

’

　　　　　年度

p予算額
昭和61～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
、　　（千円）

事項 692，854 182，009 190，670

’

　アウトガスの測定及びデータ解
ﾍ、汎用集積回路の性能評価、蓄
d池の信頼性評価、CMOS構造
f子の耐放射線向上、宇宙用有機
ﾞ料の評価、各種部品の複合環境
ﾏ力の評価、破壊物理解析手法の
]価、熱制御要素の熱特性評価、
ﾏ酸素原子特性の評価、バイポー
燕¥造素子の耐放射性向上の研究
�sった。

　2年度に引き続き、アウトガ
Xの測定及びデータ解析、汎用
W積回路の性能評価、蓄電池の
M頼性評価、宇宙用有機材料の
]価、各種部品の複合耐力の評
ｿ、破壊物理解析手法の評価、
M制御要素の熱特性評価、耐酸
f原子特性の評価、バイポーラ
¥造素子の耐放射性向上等を行
ﾁた。

　2年度に引き続き、アウトガ
Xの測定及びデータ解析、汎用
W積回路の性能評価、蓄電池の
M頼性評価、宇宙用有機材料の
]価、各種部品の複合耐力の評
ｿ、破壊物理解析手法の評価、
M制御要素の熱特性評価、耐酸
f原子特性の評価、バイポーラ
¥造素子の耐放射性向上等を行
､ととにも塗料の評価う行う。

　高信頼性部品の開発のために、
]価解析技術を確立するととも
ﾉ、必要な基礎データの蓄積を行
､。
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開発項目：高精度三軸姿勢制御系の研究 「

畳

研究機関三等：宇宙開発事業団

一　　　　　年度

昭和57年～平成2年度実績 1平成3年度実績 平成4年度計画 ノ

予算額 最　終　　目　標 備　　　考
　　　　　　　（千円）

503，843 66，705 68，797
　　　　　　　　　一@61年度までの成果は、ERS－
P、ETS－W等の姿勢制御系の
J発に反映された。

　マニピュレータ作業時の姿勢
ｧ御技術の検討を引き続き行う
ﾆともに、静止地球観測衛星の

　静止地球観測衛星の高精度姿
ｨ制御のシステム検討及びファ
Wィ制御を応用した人工衛星の

　高精度かっ複雑・多様な制御が
v求される将来の各種宇宙機に必

62年度からは、柔軟特性を有す 高精度姿勢制御のシステム検討 ファジィ姿勢制御技術のシステ つ。

る大型宇宙プラットフォームの姿 及びファジィ姿勢制御を応用し ム検討を引き続き行うとともに

、

勢制御系に関し、モデル化技術、
ｧ御方式、設計手法等の検討を行

た人工衛星のファジィ姿勢制御
Z術のシステム検討を行った。

大型宇宙構造物の組立・結合・
ｪ離時の姿勢制御技術の研究を

い、さらにマニピュレータ作業時 行う。　㌦

F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

の姿勢制御技術の検討、静止地球
q星の高精度姿勢制御のシステム 一

検討及びファジィ制御の宇宙への P

適用に関する調査検討を行った。
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開発項目：熱制御系の研究 、

覧

研究機関名等：宇宙開発事業団 隔

　　　　　年度

F予算額

　　　　　　　　　　　　’
ｺ和57年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
㌻

．　　　　　　（千円）

271，624 76，028 78，904
ヒートパイプ、オプティカル・ プラットフォーム型宇宙機の プラットフォーム型宇宙機の プラットフォーム型宇宙機、高
ソーラリフレクタ、熱制御パネル 排熱技術として、二相流体排熱 排熱技術として、二相流体排熱 感度センサ等に必要となる熱制御

　　　　　ノ
Y

等の熱制御要素の試作試験及びこ
黷轤�pいた衛星の熱設計、熱制

システムの流熱制御装置の研究
cfルの設計を行うとともに、

システムの流熱制御装置の研究
cfルの研究を行うとともに、

技術の確立を図る。

御技術の検討を行い、これまでの 宇宙用冷却機について研究モデ 宇宙用冷却機について研究モデ
衛星の開発に反映された。　　・ ルの性能試験を行った。 ルの寿命試験を行った。

㍗ 61年度からは、プラットフォー
ト ム型宇宙機の排熱技術に関する設

計解析を行うとともに、二相流体
排熱システムの流熱制御装置にっ
いて設計検討を行った。また地球

、

観測センサ等に用いる宇宙用冷却
／ 機要素の部分試作試験並びに研究 阿一

モデルのシステム設計及び試作試
験・組立を行った。

、　　　　　　　　　魂 脱　　　　　　　　　　　　　　と

監

、
ト

↓

〒

5

’

、

L ’

幽

，

F

ρ

、
、　、ノ

＼

ノ

鯛

r

り

’

匪

咋

置

「

で

炉

“

叩

一131一



〆　　　　　　　、

一132一

、

開発項目：将来型人工衛星系の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団

．　　　　　　　年度

@　　　　予算額

　巳ｺ和61年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画
最　終　目　標 倫　　考

　　　　　　　（千円）

235，310 71，747 83，811

、　　　　　　　　　ド

@　　　　　　　　r　’

一静止プラットフォームについて
Vステム検討、打上げ・輸送方法
ﾌ検討、軌道間輸送機と軌道上作
ﾆ機等とのインタフェース検討、
K要な技術開発のための軌道上実
ｱ構想検討等を行うとともに、要
f技術として結合・分離方法、燃
ｿ補給技術、展開トラス技術等の
沒｢を行った。また、集光三熱発
d技術に関してシステム検討及び
v素技術検討を行うとともに、将
?ﾌ大規模な熱、電力、動力等の
Gネルギー供給技術の構想検討を
sった。さらに、’1トン級／3ト
搭艶ﾃ止衛星バスのシステム検討

　静止プラットフォームのシス
eム構成の検討を行うとともに
v素技術として、一次元展開ト
宴X構造体の設計検討及び地上
ﾉおける展開シミュレーション
詞ｱ法の検討を行う。また、エ
lルギー供給技術について長寿
ｽ化に必要な技術及び高効率化
ﾉ必要な高温化蓄熱技術の検討
�sう。さらに、平成2年度に
�ｫ続き1トン級／3トン級静
~衛星バスのシステム検討を行
ﾁた。

　静止プラットフォームのシス
eム構成の検討を引き続き行う
ﾆともに、要素技術として一次
ｳ展開トラス構造体について計
Z機シミュレーションによる性
¥解析を行う。また、エネルギー供給技術について発電システ

?ﾌ高温化、及び高温化蓄熱技
pの検討を行う。さらに、測位
ﾊ信サービスシステム、コンス
eレーション衛星システム、テ
Uー衛星システム等の高度な衛
ｯシステムについてシステム検
｢を行うとともに、衛星小型化
Z術について調査検討を行う。

　静止プラットフォーム等の将来
^人工衛星の概念を明らかにする
ﾆともに、その開発に必要な技術
ﾌ確立を行う。

を行った。
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開発項目：ランデブ・ ドッキングシステム技術の研究 戸

研究機関名等：宇宙開発事業団

　　　年’度

¥算額
昭和61年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　目　標， 備　　　考
　　　　　　　（千円）、

85，314
’

’

　軌道上実験システムの概念設計を行うとともにランデブ・レ 3年度に引き続き、ランデブ・レーダー、近傍センサ及びド 将来宇宙活動に必須の技術であ
驛宴塔fブ・ドッキング技術の確

一ダ、近傍センサ及びドッキン
O機構の試作試験を行った。

立を図る。

■

‘

／

ま

詐

’

」

’

ゴ

r

臨

b

、

　　4@　　　’u

、
＼　、

「
＼

胴　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声 　　　　‘
F　　p

　　　　　　　胡e

雫

、

『

咲

　　　　　　　　　プ@　　　　’Y　　　　　　　　　曜 　　　　」f

’

｛　　　　ダ　　　　　4一・　’　　　＾
@　　　　　ノ　　　　、

‘　亀

A　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ㌧

一133一



一134一

、、

開発項目：衛星環境データ解析技術の研究

研究機関名四：宇宙開発事業団
、　　　　　　置

一　　年度 ～平成2年度実績　、

平成3年度実績
平
成
4
年
度
計
画
，

最　終　　目　標
1　　　　　一

O　　　考
予算額
@　　（千円）

事項
21，077

尋

　衛星環境発生メカニズム及び
P響辮罷職膿鶉享一タ取得装置によるデータを基にデータ評価解析及び衛星環境

　宇宙放射線等の宇宙環境が衛星
凾ﾖ及ぼす影響を明らかにする。

1

モデルの構築を行う。
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1
ミ

開発項目：宇宙用部品・材料ρ耐放射線評価の研究　　　　　　　　　　　　：
i

；

研究機関名等：日本原子力研究所 （高崎研究所）　　　　　’　　　　　　　　　　　　　5
：

　　　年度

¥算額
～平成2年度実績

曽平成3年度実績 平成4年度計画
最　終　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）

12，119，962 2，646，539 1，323，000

研究計画の検討及びイオ
棟ﾆ射研究施設の建設：・

ｮ備　　　　　　．

　昭和61年度、62年度に建家及び
Cオン加速器の設計研究等を行い
U2年度に高エネルギーイオン照射
葡u、63年度にイオン照射研究棟
ﾌ建設に着手するとともに、中エ
lルギー重イオン照射装置及び内
侮ﾀ験設備の一部の設計・製作を
J始した。平成元年度には新たに
Cオン照射実験棟の建設に着手し

　　　　　　　「@第1期計画の施設｛高エネル
Mーイオン照射装置、中エネル
Mー重イオン照射装置、内装実
ｱ設備（11装置）｝を完成させ
N度内に研究利用を開始した。
Xに、第H期計画施設（中エネ
泣Mー軽イオン照射装置、低エ
lルギーイオン照射装置及び建
ﾆ）の建設、整備に着手した。

　第1期施設の建設、整備を進
ﾟるとともに、第II期分の内装
ﾀ験設備の設計、製作を開始す
驕Bまた、整備の終わった高エ
lルギーイオン照射装置及び中
Gネルギー重イオン照射装置の
?p、運転を定常化するととも
ﾉ、内装実験設備の一部を用い
ﾄ宇宙環境材料の実験研究を開

　第1期施設の整備を5年度に完
ｬさせ、施設整備の全体計画を完
ｬする。これらの施設を用いて、
F宙環境材料としての半導体材料
f子、センサー等の耐放射線性評
ｿに関する研究開発を実施し、宇
?J発に寄与する。
i全体計画約187億円）

’

た。平成2年度には、イオン照射
､究棟及び内装実験設備の一部を
ｮ成させた。

始する。
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（人工衛星共通技術の分野）　　・

開発項目：次世代実用衛星開発・利用動向調査 （研究）

研究機関名望：通商産業省機械情報産業局
L

↑開発・開発研究・研究の別，

　　　　年度

¥算額
～平成2年度実績 ㌦　　平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　目　標
1備　　　考

，　　　　　　　（千円）

事項 10，712 ’　　　　10，125

次世代実用衛星開発・利
p動向調査

8

　内外の実用衛星に係る開発・
?p動向及び将来動向の調査・

‘前年度に引き続き内外の実用
q星に係る開発・利用動向及び

　次世代の実用衛星システムの提
ﾄ・実現に向けて、その技術内

3年度よりスタート

検討を行った。また、実用シス ，将来動向の調査・検討を行う。 容、利用可能性、運用のあり方等
テムとしての技術的側面からの また、実用システムとしての技 について調査する。

，

＝

可能性を検討した。 術的側面からの可能性を検討す
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（人工衛星共通技術の分野）

開発項目：宇宙環境での機械制御に関する研究
、 （研究）

研究機関名西：工業技術院機械技術研究所 ↑開発・開発研究・研究の別

　　　　年度

¥算額
平成元年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）

38，986 16，061 14，685 ノ

　　　　　　’蜍K模宇宙構造体の姿勢
ｧ御技術の研究

@　　　　　　　、

　元年度は複数のコントロールモーメントジャイロを同時制御して

gルクを発生させるための指向制
艨A速度正義の方式を検討した。
ﾜた、アクチュータやコントロー
奄ﾌ分散配置と分散制御方式及び
S体規模の拡張性について検討し

　姿勢制御法にコントローグモーメントジャイロの特異点を回

�ｷる方法を追加して実験を行
｢、任意の制御動作についての
ｫ能を確認した。また、姿勢制
艪ﾌロバスト性について実験を　　　　是行った。

　4個以上のコントロールモー
＜塔gジャイロの実時間協調制
艪ﾉよって、特異点回避等め基
{性能を満たしっっ指向、速度
ｧ御広角姿勢制御等を含む実制
芬ﾀ験を行い、システムの総合
]価を行う。

　宇宙基地など宇宙利用における
¥造物の高精度姿勢制御の基礎技
pを確立する。

た。 占

噂　　」

@　　し
2年度は4個以上のコントロー
ルモーメントジャイロの実時間同 、

噛

時制御によって模擬人工衛星を任
意軸まわりに回転させる姿勢変更
実験を行い所望の性能を得た。分
散コントローラの動作シミュレー
ションで検討した。

モデルペースド・バイラ
eラルマニピュレーショ

　元年度はマスタスレーブマニピ
?戟[ションのスレーブ側の作業
�ﾔを操作者に体感させるために
Xレーブ側の作業環境のモデル化
阮@について検討を加えるととも
ﾉ、4自由度の可変インビューダ
塔X構造のマスタマニピレータの
詩?�sった。’
@2度目は実時間処理のための並
�﨣�?揀Vステムと高速グラフ

　スレーブ環境のモデル化の手
@を拡張し、複雑な拘束面のモ
fル化手法と干渉力発生法を検
｢した。また、マスタスレーブ
ﾀ験シスデムを整備し、モデル
諸ﾝ型マスタスレーブの操縦性
ﾌ評価実験を行った。

　前年度検討した複雑な拘束面
ﾌモデル化手法と干渉力発生法
�ﾀ際に計算機上にインプリメ
塔gする。また、安全に人間機
B系の操縦実験を遂行するため
ﾉ、スレーブ実験環境を監視で
ｫるマスタ側の操縦席を整備す
驕Bこれらの実験システムを用
｢て、モデル介在型マスタスレーブの操縦性の総合評価実験を

　　　L@宇宙用無人探査機など必要とさ
黷ﾄいる長距離間遠隔操作につい
ﾄ、高い操縦法を持つマスタスレーブマニピュレータシステムを完

ｬさせる。

ティックディスプレイシステムを F 行う。 ＼　／

備えた環境構造シミュレータの試 マ

作を行った。点物体近似による環
境構造モデルを構築し、環境から
ﾌ拘束力をモデルから発生する手

ρ
法の検証を行った。， r
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（人工衛星共通技術の分野）

開発項目1太陽発電衛星技術に関する調査研究
－

（研究）

研箋機関名家：工業技術院サンシャイン計画推進本部
’

↑開発・開発研究・研究の別

　　　年度

¥算額
～平成’

Q
年
度
実
績
　
㌃ 平成3年度実績 平成4年度計画

最、終　目　標 ノ備　　　考

（千円）

事項　　噂 ㌔ 9，017 20，000
宇宙発電システムに関す
髓ｲ査研究

告

　太陽発電システムに関し、地
?ﾂ境への影響、技術的可能性
o済性等に関する調査研究を行
ﾁた。　　　・

　前年度に引き続き太陽発電シ
Xテムに関し、地球環境への影
ｿ、技術的可能性、経済性等に
ﾖする調査研究を行う。

　太陽エネルギーを安定かっ高率
Iに電気エネルギーに変換し、そ
ﾌエネルギーをマイクロ波で送電
ｷる宇宙発電システムについて調
査研究を行う。
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（人工衛星共通技術の分野）

開 発項目：大規模衛星の基礎技術に関する研究（1／2） （研究）

㌔

研究機関名等：工業技術院電子技術総合研究所 ↑開発・開発研究・研究の別
ボ

　　　　年度

¥算額
平成元年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　目　標 備　　　考
　　　　　　　（千円）

107，085 55，600 64，592
熱環境制御技術の研究

@　　　　　　　　ド

　LDRの液滴回収器の試作を行
､とともに水素吸蔵合金を用いた
M駆動型圧縮器を試作した。
@LDRの真空仕様マルチノズル

　LDRラボモデルを構成し動
?ﾁ性評価を行うとともに、水
ﾆ吸蔵合金を用いた冷却システ
?ﾌ性能試験を行つえ。

　　　　　　　　　　　「@LDRループとしての動作を
麹∮Iに真空中で評価するとと
烽ﾉ、水素吸蔵合金を用いた冷
?@システムの動作特性の評価

’　衛星の熱環境制御の要素技術と

ｵて廃熱技術の研究を行うととも
ﾉ、長寿命で信頼性の高い冷凍シ
Xテムの研究を行う。

〆型液滴製造機を製作するとともに を行う。1 」

一

水素吸蔵合金を用いた冷却システ
?ﾌ膨張機の試作を行った。

～

㌧宇宙用テレオペレータの

､究　　　　　　　べ
　宇宙用テレオペレータの近接作
ﾆ用誘導制御アルゴリズムの研究
ﾆターゲット衛星の宇宙空間にお
ｯる三次元運動を実時間で解析・

　テレオペレータの自立的な飛
s路計画技術を検討するととも
ﾉ、ターゲットの相対距離及び
椛ﾎ運動状態を実時問でセンシ

　宇宙用テレオペレータを地上
ｩら操作・運用するのに必要な
搓≒ｧ御法及びマンシシンイン
^フェースに関する基礎技術の

　大規模衛星に対し軌道上で物資
站求A装置の交換等の種々のサー
rスを行うために必要なテレオペ
戟[タの基礎技術確立を目指す。

予測する手法の研究を行った。テ ングする為の技術を研究した。 研究を行う。

レオペレータ飛行系とマニュピレ
一タ系との相互干渉、協調制御の

’ 研究及びプラットフォームへのソ
tトランディングの為の制御方法
の研究を行った。　「

ゴ熱エネルギー貯蔵技術の
@研究　＼

　蓄熱材料の物性測定と高性能化の検討を進めるとともに、蓄熱器 　コンポジット潜熱蓄熱体につ
｢て加熱試験ループを用いた伝

　コンポジット潜熱蓄熱体の評
ｿ試験と一層の性能向上を図る

宇宙太陽熱発電を主たる応用例
ﾆしたぐ三熱、蓄熱技術の確立を

帆

の伝熱特性及び熱応力を調べる為
ﾌ伝熱試験ループの製作を行っ

熱実験を行い高性能化を図ると
ﾆもに、受蓄熱器の熱応力実験

とともに、宇宙熱発電レシーバ
ﾌ概念設計と成果のとりまとめ

図る。

た。蓄熱材料のセラミックスとの を行った。 を行う。

コンポジットを行うとともに加熱 “

ループによる伝熱実験を行うとと
r噂

もに熱亦力測定装置を製作した。
「

　
、
　
　
ノ
「

　アレーアンテナ貯蔵技術・
@の研究

A

　ビールモニタアダプティブ制御
緖ｮよる送信アレーアンテナのビーム制御システムの試作及びその

ｫ能評価を行った。アナログ相関
緖ｮ3アンテナ放射計を製作する
ﾆともにデジタル相関方式との比

　6個のアンテナからなるマル
`アンテナ干渉計放射計を検討・試作し、1次元のイメージン

Oにより性能評価を行った。

　マルチアンテナ方式放射計に
枕ｸ機能を付加し2次元イメー
Wングの空間・温度分解能の評
ｿを行う。

　映像型電波放射計の高空間分解
¥化を図るためアレーアンテナを
pいた干渉計方式の電波放射計技
pを確立する。

63年度は「送電屠マ
Cクロ波伝送システム
ﾌ研究」元年度は「ア
戟[ナンテナ制御技術
ﾌ研究」として実施し
ｽ。

較検討を行った。 　　ノu

”

’
ド

「

月

’

b

’
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’
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早
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開 発項目：大規模衛星の基礎技術に関する研究（2／2） （研究）

研究機関商計：工業技術院電子技術総合研究所 ↑開発・開発研究・研究の別
、

　　　　年度

¥算額
平成元年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　目　標 備　　　考
（千円）

事項
亀

赤外センサの高度化の研 　スパッタ膜の品質向上、PN接合形成

Z術の開拓等素子製作技術の高度
ｻを図った。微細化のためのデバイス

　InSb高集積化赤外線センサ及
ﾑlnSbホトランジスタを製作して性能

詞ｱを行った。

　平成元年度によりの成果に基
ﾃきこれまで作成した素子につ
｢て改良と詳細な評価を行う。

　資源探査のためのリモートセン
Vングに有用な赤外領域のセンサ
f子技術の高度化を図る。

，

技術の開拓、透明電極形成技術の
開拓など赤外センサ高度化に必要
な素子製作技術の研究を行った。

微小重力利用技術の研究 　微小重力下での無対流現象を、
�U乱装置を用いて観察するとと
烽ﾉ、電極反応に伴うガス発生観
@の予備実験を行った。

　光散乱装置を作成して界面境
E層の観察を行うとともに、電
C分解で生じるガス発生の挙動
�ﾏ察するための微小重力実験

　　〆@微小重力下で顕著となる無対
ｬという現象が相転移界面に与
ｦる影響について、界面境界相
ﾌ観察と相転移速度の測定によ

　微小重力下での流体現象、電極
ｽ応に伴う物質移動現象等につい
ﾄ基礎的な研究を行い、材料生成
ﾌための基礎データを得る。

2年度よりスタート

を開始した。 り調べる。

　　～A、

、

曜

、

｝

馳

撃

1
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、
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’

鞘

L

’

轡 ⑳
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、
配

（人工衛星共通技術）

／

開 発項目：レーザを用いた衛星アンテナの高精度方向制御システムの研究開発（1／2） 〔研究〕

研究機関名等：郵政省通信総合研究所

ヤ　　　　年度

A予算額

⊂　～平成2年度実績　　－

平成3年度実績 平成4年度計画
最　終　　目　標

　　　　　　　、

�@　　考
　　　　　　　（千円）

1　8　9，　3　9　7→一　（3　5，　1　8　9） （2，000）　‘ （3，000）

理論的検討及び地上実験

@　　　　　　　’

@　　　　　　’

　レーザビーコンを利用して宇宙
�ﾄ体の三軸姿勢を高精度に決定
ｷるアルゴリズム及びこの方法に
K要な地上一衛星間レーザ光線伝
ﾀの理論的検討を行った。
@さらに、基礎実験装置を試作し
n上でシミュレーションと伝搬実
ｱを行った。
@レーザビーコンを姿勢決定のみ
ﾈらず、リモートセンシング、特
ﾉ地球画像の校正にも利用する方
ｮを提案した。
@レーザを用いた本システムをさ
轤ﾉ宇宙光通信に応用するための
沒｢を行い、　「宇宙光通信地上セ
塔^ー」　（大型補正として認めら
黷ｽ）を整備した。特に狭ビーム
戟[ザ光の伝送データの開発を開

　宇宙光通信地上センサーで、
ｷビーム送信レーザ光を～2μ
窒≠рﾌ超高精度とで制御し、衛
ｯに伝送する装置の開発及び地
緕詞ｱを行った。

@　　　｛

同左実験・開発を継続した。

f　　　　　　　　　　而

f

　レーザビーコンを利用した衛星
ﾌ高精度姿勢決定のため資料を得
驍ｱとによって、本システム実用
ｻのための指針を得る。具体的に
ﾍ平成5年度打ち上げ予定のET
r－VI衛星により、同衛星の姿勢
ﾌ高精度姿勢決定実験及び光学ア
塔eナの高精度方向制御実験が光
ﾊ信実験と共に行われる。
@宇宙から見た地上レーザビーコ
唐ﾍ姿勢決定やアンテナ方向制御
ﾌみならず、リモートセンシング
ﾖも画像校正等の手段として直接
棊pできるので、実用化を図る。
@さらに、本システムは将来の衛
ｯ高等の光宇宙通信に必要な基礎
Z術となるので、これに必要な基
b技術の確立も図る。

　本システムの技術を

pいたETS－V胱通
M実験用搭載装置の開
ｭは、別の研究項目
i「衛星間通信技術の
､究」）で記述されて
｢る。

悪した。

A

，

’
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、

㌧

ノ

ノ

、

“

Ψ　　　叫

r

r

f

一141一

　　　　　　　　　　　　1・マ ご闇暫幣“一撃
町結

い

　甲…



、

、

一142一

（人工衛星通信技術）

開発項目：レーザを用いた衛星アンテナの高精度方向制御システムの研究開発（2／2） 〔研究〕

研究機関名等：宇宙開発事業団

年度 　　　　　　　　　、_

昭和60年～平成2年度実績 ’平成3年度実績 平成4年度計画
予算額 曳 最　終　　目　標 ノ備　　　考

（千円）
「

事項
衛星を利用した実験 ト騨聴講籍難聴漫 地上のレーザビーコンを利用

ｵて、MOS－1衛星の姿勢の
　本システムに必要な超長距離
�`送技術をさらに高度化する

＼ 衛星迫尾実験を行った。 推定と同衛星の地球画像校正の ために「宇宙光通信地上センタ

第一段階としてETS一皿衛星 ための実験等を行ったら画像の 一」で衛星実験を行う。例えば
、 を利用して、地上一衛星間のレー 校正（絶対位置の校正）及び姿 EGS、　GMS等の衛星を利用
ザ光伝送実験を行い、レーザ光を 勢の推定が可能なことが明らか して狭ビームレーザ光の伝送実

7

利用した姿勢決定システムの有効
ｫを実証することができた。

になった。

@さらに、上記狭ビームレーザ
験を行う。これらの予備的な実
ｱによって、ETS－VI光通信

／

L 次に、本方式を静止衛星に適用 光をETS－VI衛星に伝送し、 実験に備える計画である。
するための基礎として、静止衛星 光通信の基礎実験を行うための
「ひまわり」　（GMS）を利用し 装置の整備を行った。
て、地上一静止衛星間のレーザ光 叶

伝送実験を行った。本実験の成功
により（世界初）、本方式が静止
衛星にも応用できる確証を得た。 、

また、ETS－VIで本方式を用い
て光通信の基礎実験を行うため、
搭載装置の開発を行った。　（別項
予算による）

ド

、

、

記

、
ノ

、 断

中

、

聖

’

’
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開発項目：宇宙往還輸送技術の研究（1／3） ♂

研究機関名等：科学技術庁 航空宇宙技術研究所

　　　　　年度’　1予算額

昭和62年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画
最　終　　目　標 備　　　考

、

　　　　　　　（千円）

・863，557 417，556 485，342
1．宇宙往還システムの研究 　宇宙往還システムの成立性評価

ﾉ必要な基本ソフトウェアの整
�Aデータベース構築等を行うと
ﾆもに、ステージング方式エアー
uリージングエンジン等のトレー

　システム成立評価に必要な三
沍ｳ解析ツールソフトウェア及
ﾑスペースプレーン・データベースの整備を行いシステム設計

ﾉ着手した。重要なキーテクノ

　システム解析、設計支援ツー
泣¥フトウェアの整備、スペー
Xプレーンのシステム設計、データベース整備及び技術実験機

ﾌ概念検討を引き続き推進する

　宇宙往還輸送機に関する要素技
pの研究成果を発展させ、将来に
�ｦた宇宙往還システムの基盤技
pの確立に資する。

・ドオフスタディを含むスペースプ ロジーの飛行実証等の技術的検 とともに、空力／エシジンー体
」 レーン概念の検討及び技術実証方 討を行った6 化、環境適合化に係る要素技術
式の検討を行った。 のシステム化研究を行う。’

2．空力技術の研究

@　　　　　　　　　　　、

　宇宙往還機の風洞試験による研
?ﾆして、高速域での縦の動安定
�W数測定試験及び低速域でのケーブルマウントによる動的シミュ

　動安定風洞試験については横
ﾌ動安定微係数測定法を確立し
ｽ。空力加熱測定技術について
ﾍ実在気体効果（解離）も含ん

　動的風洞試験技術として機体
ﾀ定度を高めるアクチュエータ
ﾌ開発、またHOPEの空力設
vにおいて重要な極超音速粘性

　エアーブリージングエンジンを
牛ﾚした三段式及び二段式宇宙往
ﾒ機の最適空力設計を空力／エン
Wンー体化効果を含めて実施し、

　本研究に関連して平
ｬ3年度から極超音速
欄ｴの大型化整備に着
Hした。

レーション試験を行った。また、 だ空力加熱測定と熱防御試験を 干渉効果及び実在気体効果の解 設計技術の確立を図る。

軌道再突入実験機に搭載するセン 行った。また軌道再突入実験機 析と数学モデル化、極超音速飛
サの開発に着手した。 のブラックアウト発生を予知す 行実証技術の検討、OREXの ’

隔 るプラズマ計測用センサの小型 計測ミッションを実施する。
∫ 模型を開発した。

3．新複合材構造技術の研
@究　　　　　　　ρ

　熱防御技術として三次元織物／セラミック複合材の超高温強度試

ｱ用供試体及びカーボン／ポリイ
~ド複合材の構造要素試験用供試
ﾌの製作並びに特性評価試験を行
ﾁた。　　，

　　　一@熱防御用には三次元織物／セ
宴~ック複合材のセラミックを
?ｿした超高温強度試験片及び
Jーボン／ポリイミド複合材の
p手、補強部材等の構造要素試
汨ﾌを試作し環境強度特性を調

　一層改善した三次元織物強化
Zラミック複合材の破壊じん性
詞ｱを行う。また、熱防御材
ｿ、耐熱主構造部材及びアクテ
Bブクーリング技術等の基礎的
､究を行う。さらに、傾斜機能

　宇宙往還機の上昇時及び大気圏
ﾄ突入時に受ける空力加熱から機
ﾌ構造を防御するために必要な技
pを確立する。再使用可能な軽量
h熱材及び高温強度の優れた複合
ﾞ構造技術の開発に資する。

　　　　　　　老f　　　f べた。 材料による耐熱構造技術の研究
にも着手する。

’＼　岬
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開 発項目：宇宙往還輸送技術の研究（2／3）

研究機関湯冷：科学技術庁 航空宇宙技術研究所

　　　　年度

¥算額
昭和62年～平成2年度実績

@　　　　　　　！

　　　　●

ｽ成3年度実績 平成4年度計画
最　終　目　標 備　　　考

（千円）

事 項

4． 飛行制御技術の研究 　実験用航空機（ドルニエCo－
Q28）を用いたMLS、　GPS
凾ﾌ航法評価試験及び飛行シミュ
戟[タによる着陸フェーズの遠隔
?c実験システムの製作、試験を
sった。

　実験用航空機（ドルニエDo－228）及び飛行シミュレー

^を充分に活用してMLS、　G
oS等の航法系試験、遠隔操縦
ﾀ験を行った。

　実験用航空機及び飛行シミュ
戟[タを活用した航法系、遠隔
?c系等誘導制御技術の研究を
sう。また、MLS機能をはじ
ﾟとする飛行実験による評価を
?Sに進める。さらに、HOP
dの着陸実証技術の研究に着手

　宇宙往還機を最適な軌道に沿っ
ﾄ飛行させる制御技術及び自動・
投u着陸技術の確立に資する。

@　　　　　、

、

する。

5． 推進系技術の研究 ・エアーブリージングエンジンシ
Xテムの概念検討を前年度に引き
ｱき進めた。

　エアー、ブリージングエンジン

Vステムの概念検討を前年度に
�ｫ続き進めた。

　前年度までのエアーブリージ
塔Oエンジンシステムの概念検
｢に引き続き、全体システムの
ﾝ計及び一部構成要素の設計製

　離陸からマッハ数12以上の極超
ｹ速域までの飛行を可能とするエ
Aーブリージングエンジン等に関
ｷる技術を確立する。

本研究に関連して平
ｬ元年度からラムジェ
bトエンジン試験設備
ﾌ整備に着手した。

毛

作に着手する。

高速濫用エアーブリージ
塔Oエンジン関係

@　　　　　　’
@　　　　　　　　　　A

@　　　駄

、システム研究用エンジンの基本
ﾝ計を行うとともに、各エンジン
v素について、マッハ3の超音速
Cンテークの基礎模型の風洞試験
A超音速伝熱基礎試験、熱交換器
ﾌ改良模型試験、高温水素ラム燃
ﾄ器の模型試験及び回転空力要素
賰b試験等を進めた。し
@また、カーボン／カーボン複合
ﾞの基本特性を知り、その適用に
ﾂいての技術的知見を得るため、

　マッハ3の超音速インテーク
ﾌ基礎模型の風洞試験、超音速
`熱基礎試験、熱交換器の改．良
ﾍ型試験及び高温水素ラム燃焼
墲ﾌ模型試験を進めた。また、
Jーボン、カーボン複合材の基
{特性を知り、その適用につい
ﾄの技術的知見を得るため、各
岺f材の高温強度試験を行っ
ｽ。

前年度までの研究を継続する
ﾆともに、サブスケールエンジ
唐ﾌ設計及び試験法の検証、ス
Nラムジェットとの複合化設計
ﾉ着手する。

@　　覧

各種素材の高温強度試験を行っ

、

た。
一

r
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開 発項目：宇宙往還輸送技術の研究（3／3）

研究機関名等：科学治術庁 航空宇宙技術研究所

　　　　　　年度

堰@；予算額
昭和62年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）
、

ラム／スクラムジェット．エンジン関係

u

　スクラム基礎技術を確立するた
ﾟ、空気取り入れ口、燃焼器、三
｣・着火促進技術、冷却構造、ノ
Yル等に関する技術研究を行っ
ｽ。
@また、ラム／スクラムジェットエンジン試験設備を用いて試験を

sう水冷式サブスケールエンジン
ﾌシステム設計を行うとともに、

　低速から高速までの多重モー
h推進システム技術の確立を目
wして同システムの概念設計を
sうとともに、シミュレーショ
搭Z術の研究を行った。また、
Gンジンの各主要要素について
ﾍ型の試作・試験、エンジン材
ｿの評価試験を進めた。さらに
ｱれらの要素研究の技術検証の

　低速から高速までの多重モー
h推進システムの概念設計及び
Vミュレーション技術の研究、
Gンジンの主構成要素の模型及
ﾑ冷却構造模型等の試作試験、
Tブスケールスクラムジェット
Gンジンの試作を前年度に引き
ｱき推進する。

，

複合材を目指した要素エンジンの
ﾅ適化及びラム系エンジンの構造

ためのサブスケールスクラムエ
塔Wンの試作に着手した。

臣

［ 等について検討した。

6， 有人飛行技術の研究 　有人往還機安全性の研究につい
ﾄ、既存の脱出装置のコンセプト
�ｲ査、整理するとともに、現在
z定されている各フェーズ毎に可
¥な脱出方式の検討を行った。

　脱出装置についてさらに詳細
ﾈ検討を行うとともに、緊急時
ｶ命維持サブシステムてについ
ﾄ一部要素試作試験を実施し
ｽ。機体内部に流入する熱量の
ьZと三熱系の詳しい解析手法
�m立し、排熱ループ使用する

　排熱能力の高い熱媒体と熱交
ｷエレメントを組み合わせた上
ｸ及び再突入時排熱システムの
P次モデルの製作、宇宙往還機
ﾌ緊急脱出システムの検討を進
ﾟる。

　本研究は有人飛行の安全を確保
ｷる上で不可欠な排熱技術と生命
ﾛ持のためのガス制御技術とを統
№ｵた環境制御システムや緊急脱
oシステム運用を含むパイロット
{成技術等を確立する。

最適な熱媒体の選択と熱交換方
式の概念検討を行った。

7． 軌道制御用エンジンの基
ﾕ技術に関する研究

@　　　‘

　ロケットエンジン用超耐熱方向
ﾞ料の評価基礎試験を中心とした
､究を進め、軌道制御用エンジン
ﾝ計の基礎データを取得した。　　　　　　　　　憧

　前年度までの研究成果を踏ま
ｦて、超耐熱候補材料の選択及
ﾑ改良を行い二出陣エンジン用
ｴ耐熱材料の評価基礎試験を行
ﾁた。　　　　　　・

　再使用型貯蔵性二液エンジン
ﾌ候補材料について、耐久性の
､究を前年度に引き続き進める
ﾆともに、サブスケールエンジ
唐ﾌ燃焼試験による評価を行

　超耐熱性、耐久性、耐酸化性を
Lするエンジン材料技術の確立を
}るとともに、当所の保有するエ
塔Wン要素技術を発展させ軌道制
范pエンジンの技術基盤の確立を

ス、ノ

う。 図る。
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開 発項目：管掌・脂水ロゲットエンジン要素の研究（1／2）

L研究機関名等：科学技術庁 航空宇宙技術研究所

　　　　年度

¥算額
昭和52年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 循　　考
　　　　　　　（千円）

2，694，259 120，000 120，000
要素研究

@　　　　’

　昭和52～56年度にわたりH－1
鴻Pット第2段用LE－5エンジ
唐ﾌ開発に必要な要素技術の研究
�iめ原型液酸ターボポンプの開
ｭを初めとして、研究成果を同エ
塔Wンの開発に反映させた。
@昭和57年度からは、高圧エンジ
唐�､究対象として、燃焼器及び
^ーボポンプ系の技術研究を行い
kE－7エンジンの開発に活用し

　ターボポンプ系については、
kE－7関連として、高強度タービン材料試験並びに水素脆性

詞ｱ及び軸受・シール部可視化
葡uの試作を行った他、先進技
p関連として案内羽根の試作試
ｱ並びに超小型ポンプの試作試
ｱを行った。
@燃焼器系については、燃焼弓
ｷ寿命化のための新素材及び先

　ターボポンプ系については宇
?�ﾔ輸送系の一層の性能向上
�ﾂ能にする超小型ポンプの試
?､究、タービンの高性能化を
ﾚ的とする高強度タービン三熱
ﾕ撃に関する研究、軸受・シー
給yび四三ポンプ等の信頼性向
繧�ﾚ的とする離着火性摩擦材
ﾌ研究を行う。また、燃焼器系
ﾉついては、燃焼弓長寿命化の

　高圧高性能、かっ信頼性の高い
t酸・液水エンジンに必要な要素
Z術の確立を図るとともに、H－
Pロケット第1段用LE－7エン
Wンの開発に資する。
@また、二元燃料液酸・三水エン
Wン等に関する基礎研究を行い、
g－Hロケットの一層の性能向上
ﾉ資する。

　本研究の推進にあた
ﾁては、宇宙開発事業
cと共同研究を実施し
ﾄいる。

た。引き続き先進技術研究として 進的製作法の研究を進めた。エ ため遮熱性に優れた材料及び先

1

液酸・液水エンジンの一層の高性
¥に必要な要素研究を行うととも
ﾉ、昭和63年度から液酸・液晶エ
塔Wンの先進技術的二元燃料エン

ンジン機能監視診断技術の研究
ﾖ連では、エンジン機能模擬装
uを増設した。
@二元燃料液酸・三水エンジン

進的製作法の研究を行う。スラ
bシュ推進剤利用技術の研究に
ﾂいては、スラッシュ水素貯蔵
ﾁ性に関する試験を行う。

榊

ジン要素技術の研究に着手した。 要素については、高圧再生冷却
R焼器による冷却特性及び燃焼

エンジン機能監視診断技術の研
?ﾆして、実試験データを利用

特性試験を行った。また、推進 した機能診断に必要な機能監視

砥
剤の高密度を目的としたスラッ データ解析・処理装置を整備す
シュ推進剤の基本特性に関する る。二元燃料液酸・三水エンジ
予備試験に着手した。 ン要素については、燃焼器寸法

を拡大して、燃焼安定性に関す

甘

」 る試験を行うとともに、ブース
タ用大型ポンプの研究に着手す

9 る。
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開発項目：液酸・液水ロケッ
r

研究機関名等：科学技術庁 航空宇宙技術研究所
一

年度　　、

昭和52年～平成2年度実績 平成3年度実績
　　　　　　　隔
ｽ成4年度計画

｝

・1予算額
1 三一終　目　標 備　　　考

’

（千円）

事項 【

大型高圧液酸ターボポン
vの試作研究

　LE－7エンジン用液酸ターボ
|ンプの試作研究を行い、原型フ

支援研究用田酸ターボポンプ
ﾉよりインデューサ流体振動特

　支援研究用液酸ターボポンプ
ﾉよりインデューサ流体振動特

’　曽
エーズ液酸ターボポンプを完成し
ｽ。LE－7エンジン支援研究用

性試験を行った他、同ターボポ
塔vタービン蒸熱衝撃試験及び

性試験を行う他、軸受・シール
ﾌ改良耐久性試験を行う。

液酸ターボポンプを用いて限界性 軸受・シールの改良耐久性試験 ‘

能を調べた。

@また、同ターボポンプのタービ

を行った。　　　　　ご

ン鉄鉱衝撃試験及び軸受シールの ノ

改良耐久性試験を行った。
さらに、H－Hロケットの開発 軋

に不可欠なポゴ解析に必要な液酸
ターボポンプ動特性を取得した。

’
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／
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開発項目：軌道問輸送機 （OTV）の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団

　　　　年度

¥算額

昭和62年～平成2年度実績　　　　　　　　ヴ 平成3年度実績 平成4年度計画 最　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）

154，061 30，870 16，074

　OTVの運用概念設計、及びシ
Xテム特性解析を行うとともに、
v素技術ぎ検討として、空力制動
Z術、推進系技術、空力制動面の

　OTVの軌道解析を行うとと
烽ﾉ、空力制動面の機構・構造
nの検討及び推進系の棟討を行った。　　　・

　空力制動型のOTVのシステ
?沒｢を行う。

　静止プラットフォーム等を輸送
ｷるOTVの開発に必要な技術の
m立を行う。

葡
検討を行った。

@　　　　｛ ’

’
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．

晒

’

〆

島 」

当 F　　　曳

ノ

呵

、

！

ノ

、

’

｝

一

ぐ

三 管

’
．
甲
、

、 ＼

開発項目：H－1ロケッ ト打上げ型有翼回収機（HOPE） の研究

研究機関名等1宇宙開発事業団 、

　　　　　年度

於¥算額
昭和62年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
・　　　　（千円）

事項 1，383，273 760，703 1，781，630
　宇宙往還システムの研究として
S体システム、空力形状、自動着
､システムの検討を行い、H一∬
鴻Pット打ち上げ型有翼回収機

　HOPE概念設計として、ロ
Pット宇宙ステーション等との
Cンタフェース検討を行うとと
烽ﾉ、風洞試験による空力特性

　HOPE概念設計を引き続き
sうとともに、開発基礎試験と
ｵて、空力特性基礎試験、熱構
｢系開発基礎試験、誘導制御系

H一∬打ち上げ型有翼回収機
iHOPE）に必要凪の蓄積を図
閨A開発の目処を得る。

（HOPE）の概念を明らかにす
驍ﾆともに、その熱湯を、通信系
d源系、誘導制御系及び推進系の

の検討、耐熱構造材料の特性予
ｪ及び供試体の試作を行った。
ｳらに、前年度までの飛行実験

開発基礎試験を行う。また、H
nPEの飛行実験について、実
ｱシステムの検討を行う。

検討を行った。さらに元年度は、

gOPEの概念設計として、全体
の検討を踏まえ、軌道再突入実
ｱ機の設計製作及び検討を行っ

　軌道再突入実験については、
ﾀ験機の製作及び実験を行う。

システム検討、再突入・自動着陸
ﾀ験の検討、地上設備の検討を行

た。　　　　　　　　，
’

｝

一

うとともに、空力特性の検討とし 、

イ

て、風洞試験及び空力特性数値解
ﾍを行った。また、耐熱構造材料

「

¶ の試作試験を行った。
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（宇宙輸送の分野）

開発項目：誘導制御系の研究

研究機関留守：宇宙開発事業団
旧

　　　　年度

¥算額

　　噺

ｺ和60年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画
最　終　　目　標 倫　　考

　　　　　　　（千円）

2，028，653 373，799 329，・318

　システム技術の研究

@　　　　，　　←

秩@　　　　　　　ピ

　将来の軌道間輸送制御システム
ﾉついて、システム検討、航法・
U導・制御技術の解析検討及び往
ﾒ輸送系の誘導・制御システムの
沒｢を行った。また、宇宙測位シ
Xテムについて検討を行った。

　将来の軌道間輸送機等の誘導
ｧ御システム、航法・誘導・制
芟nの設計を行うとともに、往
ﾒ輸送系のシステム・航法・誘
ｱ・制御の解析検討を行った。
ﾜた、誘導制御計算機及び慣性
Zンサユニットを結合したシス
eム試験及び宇宙測位システム

　前年度に引き続いて、将来の
O道間輸送機等の誘導制御シス
eム、航法・誘導。制御系の設
vを行うとともに、統合冗長管理技術に関する設計検討を行

､。また、誘導制御計算機及び
ｵ性センサユニットを結合した
Vステム試験及び宇宙測位シス

　将来の宇宙輸送系（宇宙往還輸
翼Vステム、軌道問輸送機等）に
､通する誘導制御系について基礎
Z術を確立する。

！

のシステム要求の検討を行っ テムのシステム要求の検討を行
’

た。 う。

機器技術の研究 　将来の宇宙輸送系に用いる誘導
ｧ御計算機、慣性センサユニット

　GPS受信機及び恒星センサ
ﾌ試作を行った。

　GPS受信機及び恒星センサ
ﾌ評価試験を行う。

の試作及び評価試験を行った。

要素の研究 将来の宇宙輸送系、プラットフ
Hーム等の誘導制御に用いるため

ファイバジャイロの二次試作
iその2）を行った。

ファイバジャイロの二次試作
iその3）を行う。

の高精度、長寿命慣性センサであ
るファイバジャイロの一次試作、 1

二次試作『（その1）及び評価試験
卜

1

を行った。　　　、
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　　　　　　　　　　　1J 発項目1ロケット・人工衛星用共通部品材料の開発
　　　　　　’､究機関名等：宇宙開発事業団

　　　　　年・度

苧¥算額　　　．
昭和60年～平成2年度実績

平成3年度実績　　　　　　、 平成4年度計画
最　終　　目　標 備　　　考

・　　　　（千円）

事項 15，667，179 2，104，275 1，200，952，
　H－Hロケット及びETS－Wへの適用のため、機工部品・材料

ﾆして、温度センサ、圧カセンサ
Tーモスタヅト、ヒータ、コネク
^、終端器、バルブ、フィルタ、
Vール、弁、ヒドラジン、触媒等

　前年度に引き続き、H－11ロ
Pット及びETS－V【への適用
�ﾚ指した機工部品・材料及び
d子・電気部品の開発を行うも
ﾆとに、前年度までに開発した
舶i・材料に対する認定試験を

　前年度に引き続き、H－IIロ
Pッ・ト及びETS－VIへの適用
�ﾚ指した機工部品・材料及び
d子・電気部品の開発を行うも
ﾆとに、前年度までに開発した
舶i・材料に対する認定試験を

　自在な宇宙活動を展開するため
鴻Pット及び人工衛星に必要な高
ｫ能・高信頼性の共通部品・材料
�J発する。

下

〆 を、また、電子・電気部品として
Aトランジスタ、ダイオード、I
b、抵抗器、FET、　MPU、　R
`M、　RPOM、バッテリ、サー

実施した。‘

@また、高速コンパレータ、高
ｬオペアンプ、128Kビット
oROM、大容量ゲートアレイ

実施する。

@また、ファーストリカバリー
_イオード、推進系供給三部品
i3種）及びIN推薬弁を新規

ミスタ、ヒュゐズ、マグネトロン、 を新規開発した。 開発する。

フォトセンサ、ゲートアレイ等を
開発した。また、一部部品・材料

v について認定を完了した。 、
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開発項目：運用解析技術の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団

、

　　　　年度

¥算額
昭和59年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画 最　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）

1，204，262 189，047 193，858

i

　GMS－1～4、　CS－2a／
aACS－3a／b、　BS－2a
^b、MOS－1／1b、　ETS－V、EGSの各衛星の運用デー

^の評価解析及び衛星総合評価並
ﾑにH－1ロケット試験機1～2
?@及び実機1～4号機の評価解
ﾍを行い、さらにそれら解析技術

　GMS－1／3／4、　CS－
Qa／b、　CS－3a／b、　B
r－2a／b、　MOS71／1
aAETS－V、　EGS、　BS－3aの各衛星の運用データの

]価解析及び衛星総合評価を行
､とともに、それら解析技術の
沒｢を行った。

　GMS－1／3／4、　CS－
Qa／b、　CS－3a／b、　B
r－2a／b、　MOS－1／1
aAETS－V、　EGS、　BS－3a、　ERS－1の各衛星の

^用データの評価解析及び衛星
麹√]価を行うとともに、それ
迚�ﾍ技術の検討を行う。

　運用中の各衛星及びロケットか
邇謫ｾされたデータを解析し、将
?ﾌ衛星・ロケットの開発に必要
ﾈ技術を習得するとともに、これ
迚�ﾍ技術の確立を図る。

の研究を行った。

一

　　　　　　　〆

f

，

－

」

ρ

景

’

L

ト

●

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爵轡　　　　　　　　　　　　　　　　　轡・

、
騨

V 関連経費による推進事項

へ、@／

一155一



…藁㍑．1あし二∴＿　三ご

’

‘

｝轡 ’轡

、

開発項目：通信衛星利用計画
ノ

，

研究機関名等：警察庁

　　　　年度

¥算額

　　　　　　　　　　’`平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画
最　終　　目　標 備，　　考

　　　　　　　（千円）

2，271，259 128，085 106，816
（1）実験用中容量：静止衛星

@　を利用した実験
・実験用地球局設備2装置の開発
�sった。・全国主要地点数三所で回線試’験、TV及び電話の伝送試験等を

塵

マ

・実用地球局設備を全国に整備し
q星通信システムを構成する。

・応用実験打合せ会
@（郵政省、警察庁）
�ﾊじて密接な連絡
�ﾆりながら実験を

行い、実用化の技術資料を得た。 実施

②実用地球局設備の制作 ・固定、可搬及び車載型の準ミリ
よ

’

波帯実用地球局整備の検討を行 　噂
f

い、仕様を決定し整備した。

（3）実用局設備の利用及び

@　運用
・可搬地球局を災害発生地点等に
ﾚ動して衛星通信回線を設定し

・可搬地球局を災害発生地点等
ﾉ移動して衛星通信回線を設

・可搬地球局を災害発生地点等
Cに移動して衛星通信回線を設

　　，
p

た。 聴した。 冠する。

・東京と沖縄との問で電話、・FA
w、データ及びテレビの伝送を

・東京と沖縄との間で電話、F
`X、データ及びテレビの伝

・東京と沖縄との間な電話、F
`X、データ及びテレビの伝

行った。 送を行った。 送を行う。　　　　　　　　’

（4）技術試験衛星を利用し
@　た実験　　　　　　’

。警察活動に移動体衛星通信シス
eムを利用するために、電波伝
ﾀ特性、伝送技術等に関する実
ｱを実施した。

・警察活動に移動体衛星通信シ
Xテムを利用するために、電
g伝搬特定、伝送技同等に関
ｷる実験を実施した。

・警察活動に移動体衛星通信シ
Xテムを利用するために、電
g伝搬特定、伝送技術等に関
ｷる実験を実施する。

・広域警察活動用の移動体衛星通
Mシステムの構築を図る。

「
’

r

○

’

＼　r’〆
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（宇宙輸送の分野　…　関連）

開発項目：液水エンジン開発の基礎研究（1／2） （研究）

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所
一

年度
昭和51年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画 、

予算額 、　、 最　終　目　標 ノ備　　　考、

（千円）

事項 3，648，146 103，000 92，704
システム 　55年度にアトン級エンジン、56

N度にアトン級ステージ、及び10
　ATRエンジンの燃焼室内に
福ﾟる熱交換器を製作し、エン

　性能向上を計った2っの形式
ﾌ熱交換器を製作し、ATRエ

　ATRエンジンを試作してその
ﾀ用化の可能性を試験によって確

トン級エンジン試験に成功し、57 ジンシステム全体の性能及び機 ンジンシステムの総合試験を行 寄することが最終目標である。

年度に10トン級ステージ試験に成 能の評価を行った。 い、地上・静止状態における試 実証試験は次の3段階に分けて o

ヤ

蒸した。また、共通隔壁型の薄肉
^ンクを用いた飛翔型に近いステ

　9月に実施した燃焼試験では
M交換器をエンジン燃焼室内に

験によるATRエンジンの評価
�ｮ了する計画である。

行う。

i1）地上・静止状態における試験

一ジ試験にも成功し、51年度から 取り付け、液体水素を供給して 空気冷却器を設けたエアーイ ②　高温・高速（マッハ5程度）
行ってきた第一期計画の所期の目 その性能を評価した。 インテークの試験を相模原キャ の風洞を用いた試験
的を達成した。 11月に実施された燃焼試験で ンパスの超音速風洞を用いて行 ⑧有翼飛翔体等を用いた実際の
更に高性能な漏水エンジンの開 は熱交換器で加熱された水素を う計画である。 飛行試験
発を目指して第二期計画を59年度 タービンに供給し、エンジンシ 炭素・炭素複合材を用いたチ 平成4年度までは第一段階にあ
より開始した。ここでは、熱交換 ステム全体の性能を評価した。 ップタービンディスクを試作し り、平成5年度から第二段階に入
器を燃焼室内に設けた高燃焼圧の 両試験の結果、ATRエンジ スピン試験を行う計画である。 る。

エキスパンダーサイクル・エンジ ンはシステムとして正常運転で 次年度からスペースプレーン ATRエンジンシステムの開発
ンの実用化のための研究を行っ きること、及び計画した性能を の実際の飛行環境をシミュレー 研究を支援する上で必要な試験設
た。60年度には熱交換器の試験を ほぼ満足することを確認した。 ションした高温・高速の空気流 備の研究、各種の計算コードの開
行い、61年度にはターボポンプを タービンの性能向上を目指し の中でATRエンジンを試験し 発及び炭素・炭素複合材やセラミ

　　　　、
エスキパンダーサイクル用に改造
ｵて試験した。62年度にはエキス

て、タービン翼ディスクを炭素・炭素複合材で試作した。 その性能・機能を評価する第二
i階に進む予定である。

ック等の高温・高比強度材を用い
ｽ精密部品（ファン・タービン

パンダーサイクル・エンジンを完 次年度に計画しているプリク 等）の製造技術の基礎開発研究を
成し、長時聞燃焼試験や再着火試 一ラ回付エアーインテークの風 行う。

、 験等を実施し、実用エンジンを設 洞試験モデルの設計を行った。
計できる有用なデータを得た。一 蟹

63年度から将来のスペースプレ
一ンの推進システムに用いられる

’

エアーターボラムジェット（AT
1

R）の開発研究を開始した。63年
度にはATRエンジンの基本設計 r 1

’ を行い、能代ロケヅト実験場にA
貯

ノ

TRエンジン試験設備を増設し
ｽ。

@平成元年度にはATRエンジン T

〆

’

のタービン、ファン、燃焼器の予
備試験を行い、基礎的な設計デー
タを得た。

炭素・炭素複合材を用いたター
ビン翼を試作した。

ノ 平成2年度にはATRエンジン
システムに組み上げ、タービン及

　　　　　　　　　　　’ｸ びファンの回転系の冷走試験と燃
’

、

焼器の試験を行った。
1

鰯籔㌧ 窓

蓋
麟
礪
，

（宇宙輸送の分野　…　関連）

，

闘発項目：液水エンジン開発の基礎研究（2／2） （研究）

、

研究機関名言：文部省宇宙科学研究所，
k

年度
　　　　　　　　日

ｺ和51年ッ平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画
、予算額 最　終　　目　標 備　　　考

（千円）
事
項
”

システム　　　　　　　． 炭素・炭素タービン翼の実負荷
実験を実施した。 ゆ

」
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（分野）関連

開発項目：衛星データリンクの研究
　　　　　　　犀
i研究） 覧

研究機関三等：電子航法研究所

　　　　年度

¥算額
昭和60年～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）

177，200 253，900 253，800
　衛星データリンク実験のシステ
?ﾝ計を行い、実験用機上設備及
ﾑ地上設備のハードウェアを製
?ｵた。　　　’　　　　　　　　　　　　A

A

　衛星データリンク実験用機上
ﾝ備及び地上設備のソフトウェ
Aを製作した。　　　．
@また、ADS（自動従属監
求jによる航空機位置の表示装
uを製作した。

　前年度に引き続き、衛星デー
^リンク実験用地上設備のソフ
gウェアを製作する。また、イ
塔}ルサット地球局に設置する
q星通信装置の一部及び通信特
ｫ解析装置を製作する。前年度
ﾜでに製作した衛星データリン
N実験用機上装置は当所の実験
p航空機B99に搭載する。そ
ﾌ後、ADS及び管制データ通
Mの基本特性を測定する飛行実

　インマルサット（国際海事衛星
@構）の衛星を利用して、衛星データリンクに関する飛行実験を行

｢、洋上における航空機の管制に
q星経由のデータリンクを利用す
驪Z術を開発・評価するとともに
ｻの成果をICAO（国際民間航
�@関）に報告し、衛星データリ
塔Nの技術基準制定に寄与する。

験を行う。

卜

’

一

、

、

　　　馬A

脹

、

ρ

’

、

‘

i
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（関　連）

開発項目＝海洋測地の推進

研究機関名等：海上保安庁水路部 （1／2）

　　　　　年度

f予算額
～平成2年度実績　　’ 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）

1，983，522 140，635 140，655

1．測地衛星の研究 　レーザー反射衛星に関する基礎
､究（44～47年度）

　6，433千円
i当庁担当分のみ）

　　　’Q．観測装置の研究 　レーザー速距装置の開発に関す
骭､究（48～50年度） ’

42，480千円
i三三担当分のみ）

3，離島の経緯度観測 GDP海洋測地観測
と 20，398千円

（48～52年度）

4．島唄基準点の整備 　55年度から米海軍航行衛星を利
pして南西諸島、南方諸島等にお
｢て基準点標識の経緯度の決定を畢開始した。　　　　　　　　評

@61年8月に打ち上げられた測地
ﾀ験衛星「あじさい」の打ち上げ
ｼ後から軌道追跡観測を実施し、
O道解析を行った。また、可搬式
戟[ザー測距装置等の整備を行っ

’　下里水路観測所において、・「あじさい」のレーザー測距観

ｪを実施し、その軌道を解析し
ｽ。

@可搬式レーザー速距装置等を
¥勝及び硫黄島に持込み、下里
?H観測所との間で「あじさ
｢jの同時観測を行うことによ
閨A湯島の位置を高い精度で求

　下里水路観測所において、「あじさい」のレーザー測距観

ｪを実施し、その軌道を解析し
ｽ。
@可搬式レーザー三三装置等を
t内及び八丈島に持込み、下里
?H観測所との問で「あじさ
｢」の同時観測を行うことによ
閨A両島の位置を高い精度で求

　87の島喚基準点からなる海洋測
n網を整備する。そのうち測地網
ﾌ骨格となる主要15島喚について
ﾍ、　「あじさい」を用いて位置を
?閧ｷる。　　　　胃

　854，795千円

m

た。 めた。 める。

62年度には可搬式レーザー測距 、

装置、固定式衛星方位測定装置の
整備を終了するとともに、固定式 3

■

レーザー測距装置のオーバーホー
ル及び改造を実施した。
62年度以降、下里水路観測所に
おいて「あじさい」のレーザー測 ’

距観測を実施し、その軌道を解析
（＼　　〆

眺 した。 、

さらに、可搬式レーザー測距装
置等を父島、石垣島、南鳥島、対
n、沖縄島、隠岐島及び南大東島

’

に持込み、下里水路観測所との間
で「あじさい」の同時観測を行う
ことにより同島の位置を高い精度

@　　　　　　　ア

で求めた。
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（関　連）

開発項目：海洋測地の推進
、

研究機関名等：海上保安庁水路部（2／2）

年度
～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画 ノ

予算額 最　終　　目　標 備　　　考
（千円）

ノ

事項 隻

5，世界測地系による日本経
@緯度原点の即位

　55～56年度にレーザー憶想装置
ﾌ整備を行い、57年度から測地衛
ｯラジオスの国際共同観測に参加

　引き続きラジオス衛星の国際
､同観測を実施するとともに、
O道解析ソフトウェアに使用す

　引き続きラジオス衛星の国際
､同観測を実施するとともに、
O道解析ソフトウェアに使用す

　より正確な世界測地系の確立に
�^するとともに、それと我が国
ﾌ経緯度原点との関係を明らかに

1，185，675
@　　　　　千円

している。この共同観測によるレ る地球力学モデルの高精度化の る地球力学モデルの高精度化の する。その結果を水路三三に反映
一ザー測距データを用いて、日本 作業を行った。 作業を行う。 させるとともに、海洋法条約に必
測地系と世界測地系との関係を暫 要な資料を整備する。

定的に求めるどともに、引き続き
匹 観測を実施した。

・63年度には、軌道解析ソフトウ ’

エアに使用する地球力学モデルの
高精度化に着手した。

’　　　　‘

6．観測成果に基づく海図の

@改版
　57年度から海図改版のための機
墲ﾌ整備を行い、海図改版の作業

　引き続き海図改版の作業を行
ﾁた。

　引き続き海図改版の作業を行
､。

　測地観測の成果により海図の改
ﾅを行う。

222，031千円

を開始した。
｛ 63年度には、作業能率の効率化

騨

のための編集ソフトウェアの改良

ぜ

を行った。　　　　鞘

　　　　　　　　　LA
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翻連）

開発項目：静止気象衛星業務

研究機関名等：気象庁

　　　年度

¥算額
～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

枕?A 2，163，999 ・2，230，676

静止気象衛星業務運営 気象衛星センターにおける気象 引き続き維持運営を行った。 引き続き維持運営を行う。 静止気象衛星観測の円滑な運用

衛星業務の維持運営を行った。 「 を継続する。

静止気象衛星業務整備 　気象衛星センターにおける気象
q星業務の整備を行った。

　観測機能が強化されるGMS－5に対応するために必要な準

��sった。

　観測機能が強化されるGMS－5に対応するために必要な準

��sう。

　衛星の観測機能の向上、関連地
緕{設の機能向上により気象衛星
ﾆ務を整備・推進する。
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